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７. 防災・環境・設備計画

地中熱採熱パイプ

敷地内の緑化

ロビー放射冷暖房 (居住域空調 )

ブラインド
スラット角制御によるグレア制御

高遮熱断熱ガラスの採用

自然換気窓による中間期外気冷房
災害時の換気手段の確保

昼光利用
照明制御による効率的運用

夏季の日射制御する
バルコニーを設置

地中熱ヒートポンプ

ハイサイドライトからの自然採光雨水を効果的に集め
大部分のトイレに利用

空気熱源モジュールチラー太陽光パネル・蓄電池を設けることで、
災害時には夜間の照明電源等へ利用可能

建物西側は壁主体とし
開口部を制御

BEMS導入による省エネ
みえる化防災モニター

災害用屋外
マンホールトイレ

免震ピットをクールヒート
トレンチとして利用 蓄熱槽

雨水貯蓄槽
災害時には雑用水源として利用

基礎免震構造

階段室を利用した自然換気

階段室頂部 熱気抜き

非常用発電機

議場

議会ロビー

電気室

市民協働スペース待合ロビー一般執務室

相談室

相談室

相談室

会議室ロッカー室

会議室

倉庫

教育委員室

委員会室 控室

一般執務室

一般執務室

一般執務室

■普段の省エネ技術が災害時の機能維持に寄与する環境配慮型庁舎

■機械設備計画
１. 空調設備

２. 換気設備

■電気設備計画
１. 受変電設備

２. 発電設備

３. 電力貯蔵設備

４. 電灯設備

３. 給水設備

４. 排水通気設備

５. 衛生器具設備

６. 雨水利用設備

■基本方針
（1）安全・安心の拠点として、高い耐震性を確保するため、免震構造を採用します。

（2）万が一の水害に備えて、１階床レベルを１ｍ嵩上げし、電気室や発電機は上層階に設置します。

（3）普段の省エネ技術が災害時の機能維持に寄与する環境にやさしい庁舎とします。

（4）自然エネルギーの利用と、システムの効率化により、ランニングコストの削減を図ります。

（5）メンテナンスしやすく、将来の設備更新のしやすい計画とします。


